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時
は
流
れ
日
本
は
太
平
洋
戦
争

に
突
入
し
ま
し
た
。
戦
局
が
日
本

に
と
っ
て
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
っ

た
昭
和
20
（
一
九
四
五

）
年
４
月
、
当

時
の
理
事
長
山
中
ト
シ
氏
が
、
全

盛
期
に
あ
る
「
山
中
」
を
さ
ら
に

一
歩
進
ん
だ
女
子
教
育
機
関
と
す

る
べ
く
決
断
さ
れ
、
山
中
高
女
の

校
舎
、
敷
地
、
施
設
等
を
す
べ
て

国
に
寄
付
し
、
山
中
高
女
は
当

時
で
き
た
ば
か
り
の
広
島
女
子

高
等
師
範
学
校
（
現
在
は
広
大
）

の
附
属
山
中
高
等
女
学
校
と
な

り
ま
し
た
。
開
校
以
来
58
年
間
、

１
万
１
千
人
あ
ま
り
の
卒
業
生
を

世
に
送
り
出
し
た
私
立
学
校
と
し

て
の
歴
史
を
閉
じ
、
教
師
や
生
徒

は
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
再
出
発
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
原
爆
投
下
の
８
月
６
日

を
迎
え
ま
し
た
。
原
爆
の
惨
禍

は
、
校
舎
だ
け
で
な
く
生
徒
・
教

職
員
に
も
及
び
ま
し
た
。
附
属
山

中
高
等
学
校
女
学
校
全
体
で
は
、

３
９
７
人
（
内
教
職
員
５
人
）
に

の
ぼ
る
多
数
の
犠
牲
者
が
出
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
８
月
６
日
の

朝
、
雑
魚
場
町
（
現
国
泰
寺
町
１

丁
目
）
で
建
物
疎
開
作
業
を
し
て

い
た
１
・
２
年
の
生
徒
３
３
３
人
、

引
率
教
官
３
人
、
合
計
３
３
６
人

が
被
爆
し
、
３
３
３
人
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
た
の
で
す
。

　

終
戦
を
迎
え
た
後
の
昭
和
20
年

　

広
島
オ
リ
ー
ブ
会
は
昭
和
����
（
一
九
八
六

）
年
１
月
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
今
年
で
����
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
中
に
は
「
同
窓
会
の
案
内
に
あ
る
橘
香
会
と
は
何
な
の
？
」「
福
山
の
学
校
が

な
ぜ
広
島
で
原
爆
慰
霊
祭
を
行
う
の
？
」
な
ど
の
疑
問
を
持
た
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
附
属
福
山
の
生
い
立
ち
の
お
さ
ら
い
か
ら
始
め
て
、
橘
香
会
と
合
同
活
動
の

経
緯
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

山
中
高
女
は
明
治
20
（
一
八
八
七

）

年
12
月
、「
健
全
な
子
女
を
育
成

す
る
」
と
の
方
針
の
も
と
全
国
で

３
番
目
の
高
女
と
し
て
、
当
時
弁

護
士
で
県
会
議
員
で
あ
っ
た
山
中

正
雄
氏
が
中
心
と
な
っ
て
私
財
を

投
じ
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
教
育

方
針
は
「
柔
而
剛
（
じ
ゅ
う
に
し

て
ご
う
）」。
当
初
の
校
名
は
「
広

島
高
等
女
学
校
」
で
し
た
が
後
に

「
県
立
」
広
島
高
等
女
学
校
が
で

き
た
た
め
「
私
立
山
中
高
等
女
学

校
」
に
改
名
さ
れ
ま
し
た
。（
ち

な
み
に
安
田
学
園
を
創
設
し
た
安

田
リ
ョ
ウ
氏
も
山
中
の
卒
業
生

で
、
安
田
の
校
訓
「
柔
し
く
剛
く

（
や
さ
し
く
つ
よ
く
）」
も
山
中
の

校
訓
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）

　

山
中
高
女
で
の
教
育
は
着
実
に

発
展
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
特
に

ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
全
国
優
勝
（
卓

球
・
リ
レ
ー
・
円
盤
投
げ
な
ど
）

も
数
多
く
達
成
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
も
輩
出
し
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
各
界
で
活
躍
す
る
多
く
の
優

れ
た
卒
業
生
（
た
と
え
ば
杉
村
春

子
）
を
輩
出
す
る
な
ど
、
広
島
県

の
女
子
教
育
に
大
き
な
貢
献
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

12
月
、
女
高
師
と
附
属
高
女
は
安

浦
町
（
現
呉
市
安
浦
町
）
の
旧

海
軍
海
兵
団
跡
地
に
移
転
。
昭
和

22
（
一
九
四
七

）
年
４
月
、
学
制
改
革

に
よ
り
広
島
女
高
師
附
属
中
学
校

が
成
立
し
ま
し
た
。
翌
昭
和
23

（
一
九
四
八

）年
４
月
に
は
同
附
属
高
等

学
校
が
成
立
し
、
こ
の
と
き
新
制

の
国
立
学
校
に
は
個
人
の
名
称
を

つ
け
な
い
こ
と
と
な
っ
て
、「
山

中
」
の
名
前
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
は
劣
悪
な
環
境
で
の

授
業
再
開
と
な
っ
た
わ
け
で
す

が
、「
山
中
」
の
名
前
が
な
く
な

り
国
立
学
校
と
な
っ
た
こ
と
や
、

多
く
の
旧
山
中
の
教
職
員
が
去

り
、
教
職
員
が
一
新
さ
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
急
速
に
「
山
中
」
色
が

消
え
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
後
、

昭
和
24
年
４
月
ま
で
毎
年
新
入

生
の
募
集
は
安
浦
町
で
続
き
ま

し
た
。

　

附
属
福
山
の
前
身
に
は
、
今
ま

で
述
べ
た
旧
山
中
の
系
統
と
は
別

の
流
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
安
芸
高
田
市
に
広
島
青

年
師
範
学
校
（
国
立
）
が
あ
り
、

昭
和
20
（
一
九
四
五

）
年
４
月
近
隣
の

４
カ
村
組
合
立
青
年
学
校
が
国
に

移
管
さ
れ
、
広
島
青
年
師
範
学
校

の
附
属
青
年
学
校
と
な
り
ま
し

た
。
昭
和
22
年
４
月
学
制
改
革
に

よ
り
附
属
青
年
学
校
は
県
に
移
管

し
、
新
た
に
附
属
中
学
校
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
同
年
６
月
、
親
に

あ
た
る
広
島
青
年
師
範
学
校
と
、

子
に
あ
た
る
附
属
中
学
校
は
地
元

福
山
の
人
々
の
熱
心
な
誘
致
も

あ
っ
て
、
福
山
市
沖
野
上
町
（
現

緑
町
）
に
移
転
し
、
第
１
学
年
は

募
集
、
２
～
３
学
年
は
当
時
福
山

に
あ
っ
た
福
山
市
立
実
践
女
学

校
、
福
山
市
立
実
業
学
校
か
ら
の

編
入
で
発
足
し
ま
し
た
。
翌
昭
和

23
年
４
月
広
島
青
年
師
範
学
校
附

属
高
校
が
設
立
さ
れ
、
生
徒
は
福

山
市
立
実
践
女
学
校
、
福
山
市
立

実
業
学
校
お
よ
び
福
山
市
立
高
等

学
校
か
ら
編
入
し
ま
し
た
。

　

ま
た
昭
和
24
年
６
月
に
は
広
島

大
学
が
設
置
さ
れ
、
女
高
師
、
青

年
師
範
学
校
も
こ
れ
に
包
含
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
25
（
一
九
五
〇

）
年
４
月
、
広

島
大
学
広
島
女
子
高
等
師
範
学
校

附
属
中
学
校
お
よ
び
同
高
等
学

校
は
第
１
学
年
を
福
山
市
で
募
集

し
、場
所
も
福
山
市
沖
野
上
町
（
今

の
緑
町
）
の
旧
陸
軍
暁
部
隊
跡
地

に
移
転
し
ま
し
た
。（
中
・
高
と

も
第
２
・
３
学
年
は
卒
業
ま
で
安

浦
で
存
続
。）
そ
れ
と
広
島
大
学

青
年
師
範
学
校
附
属
中
学
校
の
第

２
・
３
学
年
お
よ
び
同
高
等
学
校

第
２
学
年
と
が
合
体
し
ま
し
た
。

　

翌
昭
和
26
（
一
九
五
一

）
年
３
月
広

島
大
学
青
年
師
範
学
校
附
属
中
学

校
お
よ
び
同
高
等
学
校
が
廃
止
さ

れ
、
同
年
４
月
広
島
大
学
教
育
学

部
附
属
福
山
中
学
校
が
成
立
。
続

い
て
昭
和
27
（
一
九
五
二

）
年
３
月
、

広
島
大
学
広
島
女
子
高
等
師
範
学

校
附
属
中
学
校
お
よ
び
同
高
等
学

校
が
廃
止
さ
れ
、
４
月
広
島
大
学

教
育
学
部
附
属
福
山
高
等
学
校
が

成
立
。
こ
こ
に
現
在
の
よ
う
な
形

の
附
属
福
山
中
・
高
校
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
附
属
福
山
の
生
い

立
ち
は
、
戦
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
学

校
の
流
れ
を
汲
み
な
が
ら
で
き
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
オ
リ
ー
ブ

会
の
会
員
は
附
属
福
山
高
校
の
卒

業
生
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
昭
和

27
年
４
月
以
前
、
広
大
附
属
福
山

高
校
が
で
き
る
前
に
卒
業
さ
れ
た

①
昭
和
25
、
26
年
以
降
福
山
で

勉
強
し
た
女
高
師
付
属
高
の
方    

②
広
島
大
学
青
年
師
範
附
属
高
の

ま
ま
で
卒
業
し
た
方　

③
広
島
青

年
師
範
学
校
附
属
高
の
ま
ま
で
卒

業
し
た
方　

で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
広
大
附
属
福
山
高
校
と
し
て

の
卒
業
生
は
、
第
１
回
が
昭
和
28

年
３
月
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

◆
戦
前

◆
女
高
師
附
属
高
女
へ

◆
安
浦
へ

◆
青
年
師
範
附
属

◆
附
属
福
山
の
誕
生

附
属
福
山
の
誕
生
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（
広
島
大
学
附
属
福
山
中
・
高
等
学
校 

五
十
周
年
記
念
誌
よ
り
）

山
中
高
等
女
学
校
の
歴
史
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時
々
開
帳
も
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

59
（
一
九
八
四

）
年
に
は
、
慰
霊
碑
横

に
折
鶴
の
塔
を
附
属
福
山
高
か
ら

寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の
翌
年
以
降
、

毎
年
附
属
福
山
高
在
校
生
が
慰
霊

祭
に
参
列
し
、
碑
の
前
で
追
悼
文

の
朗
読
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
も
毎
年
盛
大
に
慰
霊
祭

は
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
遺
族

や
同
級
生
も
次
第
に
高
齢
化
、
少

数
化
し
て
き
て
参
列
者
も
以
前
ほ

ど
多
く
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も

高
齢
化
し
て
準
備
や
運
営
が
次
第

に
負
担
と
な
り
だ
し
ま
し
た
。
平

成
11
（
一
九
九
九

）
年
か
ら
橘
香
会
と

交
流
し
て
き
た
関
係
で
、
広
島
オ

リ
ー
ブ
会
が
慰
霊
祭
の
設
営
等
の

お
手
伝
い
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し

て
平
成
17
（
二
〇
〇
五

）
年
、
実
行
委

員
会
か
ら
正
式
に
広
島
オ
リ
ー
ブ

会
に
対
し
て
、
運
営
を
全
面
的
に

行
っ
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
て
こ
ら

れ
た
の
で
、
こ
の
年
の
総
会
に

諮
っ
て
賛
同
を
得
、以
後
、毎
年
当

番
幹
事
学
年
を
中
心
に
運
営
し
て

い
く
現
在
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、

附
属
福
山
の
前
身
の
一
つ
が
旧

山
中
高
女
で
、
山
中
高
女
は
戦

前
戦
後
校
名
を
変
え
な
が
ら
も
、

１
万
１
千
人
の
卒
業
生
を
世
の
中

に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

同
窓
会
を
「
橘
香
会
」
と
い
い
、

広
島
、
東
京
、
海
外
な
ど
で
総
会

を
毎
年
開
い
て
き
ま
し
た
。
こ
こ

広
島
で
も
１
０
０
回
以
上
の
歴
史

を
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。
福
山
の

母
校
の
校
内
に
平
成
８
（
一
九
九
六

）

年
、
山
中
正
雄
翁
頌
徳
碑
が
移
設

さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
、
互
い
の
会
員

の
中
に
山
中
と
附
属
の
関
係
が
改

め
て
認
識
さ
れ
だ
し
ま
し
た
。

　

平
成
11
（
一
九
九
九

）
年
か
ら
広
島

オ
リ
ー
ブ
会
に
と
っ
て
、
先
輩
が

た
の
同
窓
会
と
い
う
こ
と
で
橘
香

会
総
会
へ
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
形
で

参
加
し
、
以
後
相
互
に
総
会
に
参

加
し
て
交
流
を
深
め
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
な
か
、
橘
香
会
と

し
て
は
学
校
が
な
く
な
り
新
人
が

入
っ
て
こ
な
い
た
め
、
会
員
も
次

第
に
減
少
か
つ
高
齢
化
し
て
い

き
、
総
会
を
運
営
す
る
人
の
負
担

も
大
き
く
な
っ
た
た
め
、
単
独
で

の
総
会
開
催
を
あ
き
ら
め
、
広
島

オ
リ
ー
ブ
会
に
総
会
の
共
同
開
催

の
協
力
を
求
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
オ
リ
ー
ブ
会
員

に
諮
っ
た
の
ち
、
平
成
17
（
二
〇
〇
五

）

年
か
ら
共
同
で
の
開
催
を
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
27
（
二
〇
一
五

）
年
総

会
は
広
島
オ
リ
ー
ブ
会
は
第
31

回
、
橘
香
会
は
第
１
２
６
回
と
な

り
ま
す
。
広
島
オ
リ
ー
ブ
会
は
橘

香
会
の
会
員
が
ゼ
ロ
に
な
る
ま

で
、
合
同
の
総
会
を
続
け
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

広
島
オ
リ
ー
ブ
会
総
会
20
回
を

記
念
し
て
会
員
か
ら
浄
財
を
募

り
、
オ
リ
ー
ブ
の
木
を
２
本
記
念

植
樹
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
山
中

高
女
の
校
舎
が
あ
っ
た
場
所
近
く

の
、
中
区
千
田
町
２
丁
目
の
千
田

第
一
公
園
内
で
、
山
中
高
女
の
記

念
樹
「
橘
」
の
木
の
隣
に
並
べ
て

植
え
て
あ
り
ま
す
。「
オ
リ
ー
ブ

会
は
橘
香
会
の
後
輩
と
し
て
ち
ゃ

ん
と
後
を
継
い
で
行
き
ま
す
」
と

い
う
意
味
も
込
め
て
い
る
の
で

す
。
平
成
26
（
二
〇
一
四

）
年
に
は
植

樹
の
銘
板
を
会
員
の
寄
付
に
よ
り

更
新
し
ま
し
た
。

　

前
に
述
べ
た
よ
う
に
昭
和
20
年

８
月
６
日
の
原
爆
投
下
に
よ
り
山

中
高
女
の
多
く
の
教
官
生
徒
（
石

碑
の
碑
文
＝
下
段
写
真
＝
で
は

３
８
７
人
※
）
が
犠
牲
に
な
り
ま

し
た
。
残
っ
た
同
級
生
や
遺
族
ら

が
、
慰
霊
祭
を
ず
っ
と
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
27
（
一
九
五
二

）
年
８
月
６
日
、

な
く
な
っ
た
方
た
ち
が
疎
開
作
業

を
し
て
い
た
旧
雑
魚
場
町
近
く
の

荒
神
堂
境
内
に
慰
霊
碑
が
建
立
さ

れ
、
慰
霊
祭
お
よ
び
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
以
後
毎
年
、
遺
族

会
・
広
南
同
窓
会
・
橘
香
会
の
三

者
合
同
主
催
で
慰
霊
祭
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
53
（
一
九
七
八

）

年
よ
り
慰
霊
祭
実
行
委
員
会
が
組

織
さ
れ
活
動
が
継
続
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
年
か
ら
慰
霊
祭
は
国
泰

寺
町
１
丁
目
町
内
会
が
主
催
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
緯

の
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
荒
神
堂

の
例
祭
を
同
じ
日
に
町
内
会
主
催

で
行
う
こ
と
か
ら
、
テ
ン
ト
、
椅

子
な
ど
の
設
営
を
町
内
会
に
委
ね

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
慰
霊
祭

実
行
委
員
会
代
表
で
一
連
の
活
動

の
中
心
に
な
っ
た
の
が
故
小
野
文

子
先
生
（
山
中
お
よ
び
女
高
師
の

卒
業
で
、
最
後
は
女
高
師
附
属
の

教
師
も
さ
れ
た
）
で
す
。
慰
霊
碑

の
建
立
場
所
を
、
町
内
会
の
承
諾

を
得
て
現
場
近
く
の
荒
神
堂
境
内

に
さ
れ
た
の
も
、
小
野
先
生
の
強

い
思
い
と
尽
力
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
す
。
主
催
を
町
内
会
に
委
ね
、

そ
れ
ま
で
遺
族
な
ど
か
ら
集
ま
っ

た
資
金
を
将
来
の
運
営
資
金
と
し

て
町
内
会
に
寄
託
さ
れ
た
の
も
、

慰
霊
祭
の
永
久
的
な
開
催
を
願
っ

て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

活
動
は
慰
霊
祭
の
施
行
に
と
ど

ま
ら
ず
、
死
没
者
の
名
簿
作
成
や
、

寄
付
を
募
っ
て
、
会
場
で
使
用
す

る
机
や
椅
子
、
そ
れ
ら
の
収
納
庫
・

花
立
て
を
町
内
会
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
過
去
帳
を
作
成
し

　　

な
ぜ
原
爆
と
直
接
関
係
の
な
い

オ
リ
ー
ブ
会
が
原
爆
慰
霊
祭
を
行

う
の
か
に
つ
い
て
は
、
一
部
に
は

異
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
年
福

山
か
ら
後
継
学
校
の
在
校
生
が
参

列
し
追
悼
文
を
さ
さ
げ
て
い
る
の

に
、
同
窓
会
組
織
で
あ
る
我
々
が

手
伝
わ
ず
に
町
内
会
に
全
部
を
委

ね
る
の
は
や
や
無
責
任
で
あ
る
と

考
え
ま
し
た
。
で
は
誰
が
す
れ
ば

よ
い
の
か
。

　

本
来
は
広
大
な
り
附
属
福
山

が
、
学
校
と
し
て
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

に
慰
霊
祭
を
行
う
べ
き
も
の
と
も

考
え
ま
す
が
、
形
と
し
て
は
、
毎

年
広
大
で
す
べ
て
を
包
含
し
た
形

で
の
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
来
て
い

ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

山
中
高
女
の
慰
霊
祭
は
広
大
と
は

別
の
形
で
ず
っ
と
営
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
毎
年
の
平
和
公
園
で

行
わ
れ
る
広
島
市
主
催
の
慰
霊
祭

と
は
別
に
、
独
自
に
、
同
時
刻
に
、

旧
雑
魚
場
町
の
碑
の
前
で
営
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
遺
族
や
残

さ
れ
た
方
々
の
深
い
悲
し
み
と
、

特
別
な
思
い
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
う
考
え
る
と
、
遺

族
や
残
さ
れ
た
方
々
の
思
い
の
灯

は
、
簡
単
に
は
消
し
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

引
き
継
ぐ
に
あ
た
っ
て
、オ
リ
ー

※
原
爆
に
よ
る
犠
牲
者
の
数
は
資
料
に
よ
っ

て
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
人
数
に
バ
ラ
つ
き

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ブ
会
が
主
導
し
て
運
営
す
る
か
ら

に
は
、
資
金
的
な
バ
ッ
ク
が
必
要

と
考
え
、
町
内
会
に
寄
託
し
て
い

る
資
金
を
、
オ
リ
ー
ブ
会
の
管
理

に
移
管
す
る
よ
う
町
内
会
と
も
交

渉
し
ま
し
た
が
、
小
野
先
生
と
の

約
束
が
あ
る
た
め
か
了
承
が
得
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
碑
が
あ
る
場

所
を
町
内
か
ら
借
用
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
町
内
会
と
の
関
係
も
良

好
に
保
つ
必
要
が
あ
り
、
や
む
を

得
ず
オ
リ
ー
ブ
会
は
設
営
の
一
部

と
当
日
の
運
営
だ
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
僧
侶
へ
の
お
布
施
や
供
え

も
の
、
テ
ン
ト
代
等
の
諸
経
費
は

町
内
会
が
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
で
き
る
だ
け
無
宗
教
の

形
で
簡
素
に
し
て
意
義
深
い
も
の

に
し
よ
う
と
考
え
、
読
経
な
し
・

線
香
の
代
わ
り
に
献
花
と
い
う
形

式
で
二
年
ほ
ど
行
い
ま
し
た
が
、

山
中
が
設
立
さ
れ
た
際
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
の
一
つ
が
浄
土
真
宗
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
読
経
・
線
香
が
な
い
と
寂
し

い
と
の
遺
族
・
参
列
者
か
ら
の
要

望
も
あ
り
元
の
形
式
に
戻
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
数
年
、
町
内

会
の
意
向
な
の
で
し
ょ
う
、
再
び
、

読
経
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
広
島
オ
リ
ー

ブ
会
と
し
て
、
こ
の
原
爆
慰
霊
祭

の
灯
を
ず
っ
と
ま
も
っ
て
い
っ
て

欲
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
オ
リ
ー
ブ
の
木
を

　

山
中
高
女
の
「
橘
」
の
木
の

　

と
な
り
に
記
念
植
樹

◆
（
筆
者
の
私
見
）

「
橘き
っ

香こ
う

会か
い

」
と

　

広
島
オ
リ
ー
ブ
会

原
爆
慰
霊
祭
と

広
島
オ
リ
ー
ブ
会



 2015（平成 27）年 5 月 30 日  第 21 号（4） オリーブひろしま
は
じ
め
に

　

呉
娑
々
宇
山
と
い
え
ば
一
昔
前

に
水
分
峡
か
ら
歩
い
て
登
っ
た
覚

え
が
あ
る
が
、
近
年
は
林
道
が
開

通
し
た
の
で
専
ら
甲
越
峠
ま
た
は

水
分
峡
か
ら
呉
娑
々
宇
山
を
越
え

て
森
林
公
園
ま
で
続
く
舗
装
道
路

を
自
転
車
で
走
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
び
広
島
オ
リ
ー
ブ
会
青

年
部
の
登
山
で
計
画
さ
れ
た
馬
木

の
「
登
石
」
バ
ス
停
か
ら
の
ル
ー

ト
は
こ
れ
ま
で
歩
い
た
こ
と
が
な

い
の
で
、
ど
ん
な
道
な
の
か
と
て

も
楽
し
み
だ
っ
た
。

　

予
習
の
段
階
で
は
佐
藤
隊
長
が

考
え
て
い
る
ル
ー
ト
が
ど
こ
か
は

確
定
で
き
な
か
っ
た
。
当
日
、
実

際
に
歩
い
て
確
認
す
る
こ
と
と
し

た
。

⑴
順
調
な
ス
タ
ー
ト

　

佐
藤
隊
長
が
先
導
。
開
始
早
々

に
不
可
解
な
遠
回
り
道
を
選
択
し

た
も
の
の
、
そ
の
後
は
森
林
公

園
に
続
く
車
道
を
進
み
、
大
谷
口

コ
ー
ス
の
登
山
口
か
ら
山
道
に

入
っ
た
。
後
か
ら
思
え
ば
、
こ
の

時
点
で
登
山
口
に
あ
っ
た
案
内
板

を
よ
く
見
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
。

「
大
谷
の
石
切
場
跡
」で
休
憩
し
た
。

⑵
登
山
道
が
消
失

　

石
切
場
跡
か
ら
出
発
し
て
程
な

く
、
先
頭
を
進
む
佐
藤
隊
長
の
足

が
止
ま
っ
た
。
道
が
な
く
な
り
難

儀
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。
後
方
を

行
く
者
か
ら
、
進
行
方
向
左
手
の

谷
に
順
路
を
示
す
赤
い
リ
ボ
ン
が

見
え
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
全
員

そ
ち
ら
に
方
向
を
変
え
る
こ
と
に

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
転
し
て
最
後
尾

と
な
っ
た
佐
藤
隊
長
が
な
か
な
か

来
な
い
。
み
ん
な
が
心
配
し
て
い

る
と
、脚
を
引
き
ず
り
な
が
ら
や
っ

て
き
た
。
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら

な
い
が
難
し
い
体
勢
か
ら
足
を
曲

げ
た
時
に
腱
を
痛
め
た
よ
う
だ
。

　

そ
の
後
も
沢
に
沿
う
上
り
坂
が

続
く
が
、
ど
こ
が
道
な
の
か
良
く

分
か
ら
な
い
。
足
場
も
悪
く
油
断

す
る
と
滑
り
落
ち
そ
う
な
箇
所
が

い
く
つ
も
あ
る
。
佐
藤
隊
長
に
代

わ
っ
て
先
頭
に
立
っ
た
浅
野
副
隊

長
は
、
唯
一
の
女
性
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
藤
井
さ
ん
の
手
を
引
き
、
腰

を
支
え
、
懸
命
の
支
援
を
し
て
い

た
。

　

悪
路
で
難
儀
を
し
た
の
は
10
分

程
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
、
我
々
は
突

然
整
備
さ
れ
た
登
山
道
に
合
流
し

た
。
我
々
が
通
っ
た
ル
ー
ト
は
間

違
い
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
合

流
地
点
に
は
「
豊
芝
入
口
バ
ス
停

方
面
」
と
書
か
れ
た
木
札
も
あ
っ

た
。
た
だ
し
そ
れ
に
は
「
悪
路
」

と
も
付
記
さ
れ
て
い
た
。

　

今
回
は
藤
本
事
務
局
長
、
大
森

元
事
務
局
長
が
欠
席
で
あ
っ
た
た

め
、
大
騒
ぎ
に
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、
も
し
彼
女
た
ち
が
参
加
し
て

い
た
ら
、「
ぎ
ゃ
ー
」「
も
う
歩
け

ん
」「
助
け
て
ぇ
」
と
大
騒
ぎ
に

な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
ト
ラ
ブ
ル
で
は
時
間
的

な
ロ
ス
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
牽
引
役
の
佐
藤

隊
長
が
負
傷
し
た
こ
と
は
そ
の
後

の
行
程
に
お
け
る
大
き
な
痛
手

(

温
泉
到
着
時
刻
の
大
幅
な
遅
れ)

と
な
っ
た
。

⑶
林
道
を
逆
行

　

整
備
さ
れ
た
登
山
道
を
進
む

と
あ
と
０
・
８
㎞
と
い
う
標
識
が

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
か
ら
が

長
い
。
や
っ
と
の
こ
と
で
、
山
頂

北
側
に
あ
る
林
道
（
舗
装
車
道
）

に
出
た
。
私
が
い
つ
も
自
動
車
で

通
っ
て
い
る
道
だ
。
林
道
の
最
高

地
点
に
は
頂
上
に
向
か
う
長
い
階

段
が
あ
る
は
ず
だ
。

　

我
々
は
林
道
が
上
が
る
方
に
向

い
て
左
折
し
た
。
と
こ
ろ
が
林
道

は
直
に
下
り
坂
と
な
り
、
い
く
ら

歩
い
て
も
階
段
が
現
れ
な
い
。
ど

う
も
お
か
し
い
と
後
方
を
振
り
返

る
と
、
頂
上
に
あ
る
は
ず
の
鉄
塔

の
先
端
が
見
え
て
い
る
で
は
な
い

か
。
引
き
返
す
と
階
段
は
先
に
林

道
に
合
流
し
た
地
点
か
ら
わ
ず
か

50
ｍ
ほ
ど
右
手
に
あ
っ
た
の
だ
っ

た
。

紅
一
点
・
藤
井
紘
子
さ
ん

　
　
　
　（45
回
生
）
の
感
想

　
「
今
日
の
登
山
は
大
変
で
し
た
。

か
な
り
険
し
い
道
が
あ
り
、
ひ
た

す
ら
前
に
進
ん
で
い
た
よ
う
な
感

じ
で
す
。」　　
　
（
事
務
局
編
集
）

　

広
島
オ
リ
ー
ブ
会
な
ら
び
に
橘

香
会
の
皆
様
、
平
成
27
年
度
の
第

31
回
総
会
は
、
35
回
生
（
昭
和
62

年
卒
業
）
が
幹
事
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
の
広
島
は
24
年
ぶ
り
の
優

勝
を
目
指
す
広
島
カ
ー
プ
へ
の
期

待
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
35
回
生
の
在
学
当
時

は
、
ま
さ
に
広
島
カ
ー
プ
の
黄
金

時
代
で
、
高
校
３
年
間
の
う
ち
２

度
（
１
９
８
４
年
と
１
９
８
６

年
）
リ
ー
グ
優
勝
を
達
成
し
て
い

ま
す
。
生
ま
れ
な
が
ら
の
カ
ー
プ

フ
ァ
ン
を
自
負
す
る
私
で
す
が
、

そ
の
頃
は
ま
さ
か
こ
ん
な
に
長
く

優
勝
か
ら
遠
ざ
か
る
日
が
来
る
と

は
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
は

２
０
１
５
年
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
開

幕
直
後
、
黒
田
フ
ィ
ー
バ
ー
に
日

本
中
が
沸
き
か
え
っ
て
い
ま
す
。

総
会
が
開
催
さ
れ
る
頃
も
カ
ー
プ

の
快
進
撃
が
続
き
、
24
年
ぶ
り
の

優
勝
を
狙
え
る
位
置
に
い
る
こ
と

を
信
じ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
今
年
の
総
会
は
、
５
月

30
日
（
土
）
17
時
か
ら
、
昨
年
と

同
じ
く
「
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

21
広
島
」
で
開
催
し
ま
す
。
今
回

は
、
事
務
局
の
発
案
に
よ
る
新
た

な
試
み
と
し
て
、
若
い
世
代
の
方

が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
と
、
36

回
生
よ
り
下
の
学
年
の
参
加
費
を

低
く
設
定
し
ま
し
た
。
私
も
広
島

に
移
り
住
ん
で
17
年
が
経
ち
、
こ

れ
ま
で
前
会
長
の
織
田
先
輩
か
ら

の
お
声
か
け
も
あ
っ
て
総
会
に
は

何
度
か
出
席
し
て
い
ま
す
が
、
同

世
代
の
参
加
は
少
な
め
で
、
同
級

生
が
数
多
く
集
ま
り
盛
り
上
が
っ

て
い
る
諸
先
輩
方
の
世
代
を
い
つ

も
羨
ま
し
く
感
じ
て
き
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
方
に
も
、
よ
り
多
く

参
加
い
た
だ
い
て
、
広
島
オ
リ
ー

　

今
回
は
、
３
組
10
人
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。
優
勝
は
、
７
回
生

の
濱
田
紘
一
先
輩
。
前
回
参
加
に

な
ら
れ
た
際
は
、
自
分
以
外
の
７

回
生
は
全
員
80
台
だ
っ
た
と
の
優

勝
ス
ピ
ー
チ
。
ハ
ン
デ
を
活
か

し
、
ネ
ッ
ト
64
、
２
位
に
９
打
差

を
つ
け
た
ぶ
っ
ち
ぎ
り
の
優
勝
で

し
た
。
や
は
り
、
７
回
生
は
強
い
。

次
回
は
10
月
18
日
（
日
）
ま
た
は

25
日
（
日
）
の
開
催
で
す
。
ご
家

族
等
の
ゲ
ス
ト
も
大
歓
迎
、
次
回

は
８
組
予
約
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　

 

（
32
回
生　

佐
藤
啓
之
）

ブ
会
を
母
校
・
同
窓
生
と
の
絆
を

確
か
め
る
良
い
機
会
と
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
総
会
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
野
文
惠
さ
ん
に

よ
る
講
演
が
あ
り
ま
す
。
小
野
さ

ん
は
、
在
学
中
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
留
学
さ
れ
た
た
め
36
回
生
の

ご
卒
業
に
な
り
ま
す
が
、
私
た

ち
35
回
生
と
同
じ
年
の
入
学
で

す
。
今
さ
ら
こ
こ
で
紹
介
す
る
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
野
さ
ん

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
の
総
合

司
会
・
赤
組
司
会
を
務
め
ら
れ
た

ほ
か
、
現
在
放
映
中
の
「
た
め
し

て
ガ
ッ
テ
ン
」
や
「
週
間
ニ
ュ
ー

ス
深
読
み
」
な
ど
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
看
板

番
組
を
数
々
こ
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
持
ち
前
の
明
る
く
親
し
み
や

す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
、
学
生
時

代
か
ら
変
わ
ら
ぬ
美
貌
と
知
性
を

兼
ね
備
え
た
、
押
し
も
押
さ
れ
も

せ
ぬ
＂
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
顔
＂
と
し
て
ご

活
躍
中
で
す
。
今
回
は
、
当
日
朝

の
東
京
で
の
生
放
送
を
終
え
ら
れ

た
後
、
広
島
オ
リ
ー
ブ
会
の
た
め

に
広
島
ま
で
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま

す
。
ど
ん
な
お
話
が
聴
け
る
の
か

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
先
輩
方
の
長

寿
の
お
祝
い
と
し
て
記
念
品
の
贈

呈
を
行
う
ほ
か
、
懇
親
会
で
は
恒

例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
も
開

催
し
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
島
オ
リ
ー
ブ
会
の
佐
藤
会
長

を
は
じ
め
幹
事
会
ご
出
席
の
先
輩

方
の
ご
意
見
も
頂
戴
し
つ
つ
、
藤

本
事
務
局
長
ほ
か
事
務
局
の
方
々

の
絶
大
な
る
ご
支
援
も
い
た
だ
き

な
が
ら
、
皆
様
に
楽
し
い
時
間
を

お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
幹

事
と
し
て
35
回
生
一
同
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
35
回
生　

山
本
大
輔
）

原
爆
死
没
者
慰
霊
祭

山
中
高
女
の
慰
霊
祭
が
営
ま
れ
ま
し
た

　

世
界
初
の
原
爆
投
下
に
よ
り
亡

く
な
っ
た
、
母
校
の
前
身
・
広
島

女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
山
中
高

等
女
学
校
の
先
輩
と
教
師
、
合
わ

せ
て
３
８
７
人
を
偲
ぶ
慰
霊
祭
が

２
０
１
４
年
８
月
６
日
、
広
島
市

中
区
の
荒
神
堂
で
し
め
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
建
物
疎
開
の
作
業

現
場
に
建
て
ら
れ
た
慰
霊
碑
を
前

に
、
広
島
オ
リ
ー
ブ
会
の
有
志
、

山
中
高
女
Ｏ
Ｂ
、
地
元
住
民
な
ど

約
80
人
が
出
席
。
平
和
へ
の
誓
い

を
新
た
に
す
る
場
と
な
り
ま
し

た
。

　

式
典
は
34
回
生
町
原
さ
ん
が
司

会
を
務
め
、
今
年
も
福
山
附
属

中
・
高
校
か
ら
門
井
俊
介
学
友
会

会
長
ら
４
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

追
悼
の
辞
で
門
井
会
長
は
「
戦
争

体
験
が
な
い
僕
た
ち
は
、
資
料
か

ら
当
時
を
想
像
す
る
こ
と
し
か
で

き
な
い
。
し
か
し
、
未
来
を
一
瞬

に
し
て
閉
ざ
さ
れ
た
先
輩
方
の
無

念
を
思
う
と
、
胸
を
痛
め
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
」
と
し
、「
原
爆
の

悲
惨
さ
や
戦
争
の
理
不
尽
さ
か
ら

目
を
背
け
ず
、
被
爆
者
の
証
言
か

ら
気
持
ち
を
想
像
し
、
今
も
世
界

の
ど
こ
か
で
続
く
戦
争
が
も
た
ら

す
苦
し
み
や
悲
し
み
を
想
像
し
続

け
る
姿
勢
が
、
核
兵
器
を
な
く

し
、
戦
争
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い

と
い
う
強
い
意
思
に
つ
な
が
る
。

今
を
生
き
る
僕
た
ち
に
で
き
る
こ

と
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。
全
校
生

徒
で
折
っ
た
千
羽
鶴
を
慰
霊
碑
に

捧
げ
、
８
時
15
分
に
は
市
内
で
サ

イ
レ
ン
が
鳴
り
響
く
中
、
参
列
者

全
員
で
黙
祷
し
冥
福
を
祈
り
ま
し

た
。

　

８
・
６
の
広
島
は
「
あ
の
日
」

と
同
じ
く
、
暑
く
て
ま
ぶ
し
い

夏
の
朝
を
迎
え
る
の
が
通
例

で
し
た
。
し
か
し
こ
の
日
は
、

１
９
７
１
年
以
来
43
年
ぶ
り
の
激

し
い
雨
に
見
舞
わ
れ
、
強
い
違
和

感
を
覚
え
ま
し
た
。「
ま
る
で
今

の
政
治
動
向
に
対
し
、原
爆
犠
牲

者
が
流
す
、抗
議
の
涙
の
よ
う
で
す

ね
」と
隣
の
先
輩
と
話
し
ま
し
た
。

　

戦
争
体
験
者
が
減
少
し
、
記
憶

も
薄
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
今
日
だ

か
ら
こ
そ
、
悲
惨
な
体
験
を
語
り

継
ぎ
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
、

平
和
の
大
切
さ
を
心
に
刻
ま
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
広
島
市
内
近

郊
に
お
住
ま
い
の
方
は
８
月
６
日

の
朝
、
慰
霊
祭
に
ぜ
ひ
ご
参
列
く

だ
さ
い
。
慰
霊
碑
の
前
で
、
皆
さ

ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
36
回
生　

藤
井
智
康
）

秋の登山
馬木～呉娑々宇山に
至るルートの考察

第
31
回

広
島
オ
リ
ー
ブ
会

総
会
開
催

今
年
度
は
２
０
１
５
年

５
月
17
日

（日）
に
開
催
し
ま
し
た
。
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